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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通して見ると対米ド

ルで上昇、対円ではほぼ横ばいでの推移となりました。

またトルコの2年国債金利は上昇しました。

10月からトルコと米国が互いにビザ（査証）の発給業

務を停止していましたが、約1カ月ぶりに一部の発給業

務が再開されました。またユルドゥルム首相は米国でペ

ンス副大統領と会談し、両国の関係改善に向けて対話

を進めていくことで一致したとのことです。トルコ金融市

場では、ビザの発給業務が再開されたことやトルコ中

央銀行が通貨安抑制策を発表したことなどを受けてト

ルコ・リラが堅調な推移となったものの、翌週に国債入

札を控えていることもあり金利は上昇しました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は、9月の経常収支の発表が予定されています。
またエルドアン大統領はロシアを訪れ、プーチン大統
領と会談を行うほか、クウェートやカタールにも訪問する
予定となっています。足元でトルコは、元はシリア情勢
などで対立していたロシアやイランなどの中東諸国に接
近し関係を強化しています。一方で欧米との関係悪化
は懸念されるものの、直ちにトルコがNATO（北大西洋
条約機構）の脱退や、EU（欧州連合）への加盟交渉を
打ち切る可能性は低いと考えます。今後もトルコは自国
のプレゼンスを高めるべく、欧米とロシアや中国などを
天秤にかけながらしたたかな外交を続けると考えます。
当面は諸外国との外交状況や中央銀行の通貨安抑制
策をめぐる思惑が相場の材料になりやすいと予想しま
す。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2017年11月4日～2017年11月10日までの推移】

（2017年10月13日～2017年11月10日）

【トルコ 金利推移】
（2017年10月13日～2017年11月10日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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